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資本輸出に関する一考察

ー「帝国主義論」体系と資本輸出ー一

皆 村 武

第一章 『帝国主義論』体系と資本輸出

一節資本輸出一般と『帝国主義論』の資本輸出

二節 『帝国主義論』プランと資本輸出

三節資本の過剰と国民的利潤率

四節学説史的批判 （以上本稿）

第二章 レーニン資本輸出論の展開

一節資本輸出の成長

二節資本輸出の規模

三節資本輸出の意義

第三章 イギリス， ドイツ金融資本と資本輸出

は じ め に

従来の，マルクス経済学の立場からの資本輸出に関する多くの研究は， レー

ニンの『帝国主義論』にその論拠を求め，その理論的構築のために『資本論』

に依拠してきた。そして資本の過剰の問題を取りあげ， レーニンに従って，段
(1) 

階規定， すなわち， 独占資本主義段階における資本輸出を論じようとしてき

た。そのために，まずは， 『資本論』段階＝産業資本主義段階における資本の

過剰とは何か，そして，独占段階における資本輸出の必然性を規定する資本の

過剰とは何であるのかが論じられてきた。このように， 『資本論』によって，

一般原理的に資本輸出を解明しようとすることは必要なことだが， レーニンの

意図する『帝国主義論』の中の資本輸出を『資本論』の土俵で解明しようとし

ても，それだけでは不十分である。なぜなら， 『資本論』と『帝国主義論』自

体の研究目的は異なっており，従って，研究材料・分析方法もおのずから違っ

ているし， 『資本論』 における資本の過剰でもって， 『帝国主義論』 におけ

る資本の過剰は理解できても， 資本輸出の位置づけは理解できないからであ

るc°2)

この小論文では， レーニンの『帝国主義論』がいかなる時代的背景の下に叙
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—• 48 .:;_ 資本輸出に関する一考察

述され，何を研究目的としていたか，さらに，資本輸出論ほ『帝国主義論』の

中でいかなる位置を占め，当時いかなる状態にあったのか。それらを究明する

ためには，レーニンがなした準備作業「帝国主義論ノート」 (『HEFTEZUM 

IMPERIALISMUS』W.1. LENIN BAND 39)を検討してみる必要にせまられ

る。 資本の輸出は，独占とともに， 帝国主義の経済的基礎をなすものである

と， レーニンは主張しておる，したがって，資本輸出は独占と有機的関連をな

しながら，帝国主義＝世界経済の基礎をなすものである。

『帝国主義論』が1916年当時の世界経済の分析の書であるからには，現代世

界経済を分析する手がかりとして， レーニンに学び，その研究態度，分析方法

を学びとることは大切なことだと思う。

そこで，第一章では，従来の諸研究を批判的に摂取し，第二章では， 『帝国

主義論』 の中の一章としての資本輸出の展開とし， その論文の中心的課題と

し，第三章では，イギリス・ドイツを中心とした史実研究の成果を踏えて，帝

国主義論の理論的補完ないし，批判をおこなうことにする。

(1) これまでの資本輸出の研究動向は，一つは，マルクスの「経済学批判体系」プラン

の中に，資本輸出論を位置づけ，いわば一般原理論的規定を求めようとする方法であ

り，他は，レーニンが資本輸出を段階規定しているところから，帝国主義段階におい

てもっと重大な意義を与ようとする方法である。その他に，世界資本主義の歴史構造

と関連させて資本主義の再生産構造と資本輸出という視角から論じた労作もある。入

江節次郎「重工業資本主義と資本輸出」 （『世界資本主義の歴史構造』河野健二編）

だが，われわれが資本輸出論の論拠をレーニンに依拠し，その視角に立って論じよう

とするならば，資本輸出は「帝国主義論」の中でいかなる規定をなされ，それによっ

て何を意図していたのかが明らかにされなければならない。

(2)『帝国主義論』は『資本論』の直接の継承発展であり，マルクスの「経済学批判体系」

の「編別プ ラン」 として与えられた経済的諸範疇の論理の必然的な序列， いわゆる

「上向法」の展開であるとする見解もある。清水嘉治教授はレーニンが意識している

といないとにかかわらず，マルクスの「経済学批判体系」の「編別プラン」として与

えた経済的諸範疇の論理の必然的な展開序列，いわゆる「上向」法展開の序列 （一）資

本口土地所有曰賃労働四国家固外国貿易因世界市場と『帝国主義論』の基

本構成ないしは， 原則的に一致しているということができるということができる。

『帝国主義論』が『資本論』で与えられた「競争」の「独占」への必然的転化に関す

る基礎規定から出発して「独占」の支配を説き，つづいて「信用」「株式会社」に関する
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「資本論」の基礎規定（第 3巻第27,36章）にしたがって「独占」と「金融資本」へ

の成長と「金融寡頭支配」の国際的展開の諸形態をまず「商品輸出」に代って「資本

輸出」の優位性，さらにそれを動脈として形成される「金融資本の国際的支配網＝国

際カルテルによる「世界の経済的分割」さらにそれを土台とした「帝国主義列強によ

る地球の「領土的分割の完了」＝植民地制度の形成，そして最後に帝国主義世界体制

とその矛盾の総括としての「不均等発展」とそれにもとづく「世界の再分割」＝帝国

主義戦争の不可避性として体系づけた。」と述べている。 「帝国主義研究に関する方

法論」 （関東学院大学経済系第72号）清水教授はこのようにして， 「資本論」と「帝

国主義論」の方法をまったく同一のものだとし， 「帝国主義論」は「資本論」の直接

発展の産物であると主張されるのであるが， 「帝国主義論」の準備ノートを検討して

見れば，このような主張は退けられねばならない。だからといって，筆者は，宇野教

授グループの「原理論」，「段階論」のように，論理的関連を打ち切るものでもない。

「帝国主義論」 が簡単な概説書があるせいで， 詳細な経済的分析を欠いているから

「資本論」によって，理論的深化をはかることは大切なことだが， 「帝国主義論」の

プランそのものの検討も忘れてはならない。

(1)資本輸出論の方法

(-)資本輸出一般と『帝国主義論』の資本輸出

序論で言及したように，従来のマルクス経済学の立場からの資本輸出に関す

る多くの論者は， レーニンの『帝国主義論』の第四章，資本輸出にその論拠を

求め，その理論的構築のために， 『資本論』にその体系化を求めてきた。例え

ば，堀晋作教授は， 「レーニンは『帝国主義論』の論理的展開においてマルク
(1) 

スの『資本論』に理論的連繋を求め，さらに，世紀転換期たる独占の段階の主要

文献に対する批判的加工によって，マルクス経済学批判体系の完成のために諸

労作を発表した。かくて，金融資本の依存と連絡の国際網の創出にあたって，

資本輸出の演じる役割が特に強調されているが，それは，国家，外国貿易，世

界市場および恐慌というマルクス経済学批判体系化への，具体化への歴史的論

理的上向が，帝国主義段階においてはじめて外国貿易と世界市場における支配

的な地位と形態とを獲得する「真に具体的なものたらしめ，批判的対象たらし

めたからである。……」と述ベマルクスにおいては，資本輸出一般を規定する

ものとして，すでに『資本論』の中に，それは特に第三巻三篇の「利潤率の傾

向的低落の法則」 その中でもまた特に， 第十五章「法則の内在的諸矛盾の展
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- 50 - 資本輸出に関する一考察

開」において展開されていると主張される。

堀教授の主張は 日レーニンの『帝国主義論』を『資本論』の後半体系の歴

史的論理的上向として捉えていること，(=)レーニンの資本輸出の意義について

は正しく評価されているにも拘わらず，結局は『資本論』における資本輸出一

般に埋没させてしまっている。
(2) 

『資本論』は一国商業社会を想定し，ブルジョア社会の生成，発展，消滅の
(3) 

過程を究明することを任務としていた。したがって『資本論』の範囲内（プラ

ン体系の前半の 3つの部分）では，直接の研究対象としての外国貿易，世界市

場は捨象されている。資本主義にとって，外国貿易は前提でもあり，結果でも

あり，必要不可欠であるにも拘わらず，あえてこれを捨象しているのは，資本

制的生産の諸矛盾の内的展開によって，ブルジョア社会そのものの解体（＝労

働者の自立性の奪還への要求） を理論づけようとするためである。 したがっ

て， 『資本論』第三巻三篇の『利潤率の傾向的低下の法則』特に十五章の「内

的諸矛盾の展開」は資本主義の諸矛盾の集中的表現であり，この諸矛盾の克服

のため，あらゆる方法を駆使するのであるが，その一つが対外商業であり，資

本輸出である。したがって，堀教授の云われる，資本輸出一般は，資本の過剰

（＝利潤率の傾向的低下）に対処する方法の一つといえよう。それはそのとお
(4) 

りだが，それだけでは，帝国主義段階における資本輸出の意義は理解できない。

プランの後半体系までいけば，外国貿易（生産の国際的関係，国際分業，国

際的交換，輸出入為替相場）世界市場が展開されなければならないし，そこに

おいては，商品の輸出入と並んで資本の輸出を論じても理論的不整合性はない

だろう。だが， 「資本論体系」 （プラン体系）を社会変革の理論書だと（世界

市場と恐慌を最後的範疇とする）として把えるなら，外国貿易は，世界市場と

恐慌に至る媒介項としての制約性を持つものであろう。

ヒルファーディングも，まず資本輸出について，外国で剰余価値を生むこと

に向った価値の輸出である。そして本質的なことは，剰余価値が相変らず本国

の資本によって自由に処理されることである」（ 『金融資本論』° 林要訳大月版461)と資本輸出に

ついての一般規定を述べ，つづいてレーニンとは異った彼独自の段階規定をお

こなうのであるが， レーニンの資本輸出論は，資本輸出一般として論じられて
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いるのではなく『帝国主義論』の一章として位置づけられているのであり，ま

た，金融資本が世界に網の目をはりめぐらし，支配，搾取のための経済的紐帯

としての役割を果しているのである。レーニンが若干の誤りは指摘しつつも，

賞讃したように， ヒルファーディングは 「資本主義の発展における最新の局

面」のきわめて貴重な理論的分析の書を残しているが，それは『資本論』と同

じく基本的にはドイツを模範としつつ，一国資本主義の分析におわっている。

『金融資本論』は，金融資本の抽象的理論においてはきわめて秀れた書である

が， レーニンの『帝国主義論』がより広く世に読まれるのは，まさに，帝国主

義とは，一国資本主義の独断場ではなく，経済的紐帯によって相互密接に結び

ついた国民経済体の総合であるが，それをその全体性において，すなわち，金. . . . 
融資本の世界体制と．して把握しているからであろう。

(5) 

レーニンは，現実の世界経済を鋭い直感力と抽象力で帝国主義の基本的な経

済的諸特質り相互関連を述べたのが『帝国主義論』である。すなわち，この書

は，帝国主義の構造と歴史的位置づけを明確にしたものであるから，両者は資

本輸出論においても，有機的統一のものでなければならない。

C•Kホブソンのように，イギリスの資本輸出が投資国イギリスにどのよう
(6) 

な効果と影響を与えるだろうかを意図した研究と， レーニンの『帝国主義』の

経済的特徴として資本輸出を論じる場合にも，その方法論，分析材料は異って

いるのである。 . . . . . . . . . . 
この論文では，帝国主義の経済的特徴としての資本輸出を論じようとするも

のである。

(1) 堀晋作「資本輸出論の方法」国学院大学第15巻第 1号

なお行沢健三教授は，資本輸出論を明確に経済学批判体系のプランの中に位置づけ

ておられるのではないが，資本の価値増殖の過程の論理からそれを論じておられる。

資本輸出を貨幣の資本への転化G-W-G'を取り上げ， この過程の主体は価値であ

り，過程しつつある価値となる。 「価値が外国に送られて，そこで自己増殖の過程を

とげ，剰余価値を外国から引き出した時に，資本輸出がおこなわれたのであり，その

場合，所有権はもとの国にとどまっていることが必要である。」として例のヒルファ

ーディングの定義を是認している。 「国際経済学序説」 0282,..,.,85頁）

このような規定は，資本の一般運動としての説明にはなるが，帝国主義の経済的本
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- 52・ 一 資本輸出に関する一考察． 
質として位置づけることはできない。

(2) 資本輸出に関する多くの研究が 『帝国主義論』 にその論拠を求めながらその多く

は，マルクスのプラン体系では，資本輸出をどのようにとり入れるかを問題にされて

いる。例えば，杉本昭七教授が指摘されているように，（
『現代帝国主義の理論』
179頁）

「村岡俊三氏は，資本輸出をプランの「生産の国際的諸関係において抽象的に規定し

うると考えられておられ，行沢健三氏も「資本論的な理論の段階でも取り上げる意味

があるといわれ，高木幸二郎氏も同様な見解に立っておられるようであり，山田隆士

氏もまたそうである。」と，このように「資本論」によって理論深化させていくこと

は必要なことだが，それだけではレーニンの主張する資本輸出の意義は失われてしま

う。

(3) 現行「資本論」の範囲内における論理展開 （一国商業社会を想定し， そこにおけ

る，生産者の収奪を出発点とじ，勤労者の所有から非勤労者への所有の転化の過程＝

資本主義の発展過程を追求すること）では，もともと，国際相互連閑という視角はな

く，市場創造過程＝一国商業社会の内包的外延的発展の視角力iあたえられている。こ

の見解には反対される立場もある。 例えば渋谷将氏の 「経済学体系における外国貿

易」 （世界経済評論1968年 3月号）を参照されたい。

(4) 渋谷将氏は前掲論文で「全商業世界を一国と見倣すという仮定は，一巻七篇だけで

あり，二巻三篇では，外国貿易が捨象されたのは，再生産の方法を純粋に捉えるため

に混乱を招くからである。三巻三篇では， 「利澗率の傾向的低落の法則」に反対に作

用する要因として外国貿易がとり上げられている。すくなくとも，ここでは，外国貿

易は取り上げられなければならず，従って全商業世界を一国とみなす。」という前提

は成立しないと言われる。問題の三巻三篇は，明らかに利潤率の傾向的低落の法則に

反対する要因の一つとして対外商業はあげられている。したがって，対外商業は労働

日の延長， 労働力の価値以下への引き下げ等々と同様， あっかわれているものであ

り，対外商業そのものの研究ではない。従って， 「資本論」は国民経済の深化発展と

いう視角から叙述されていることは疑いない。

{5) 馬場宏二教授は， レーニンとヒルファーディツグを次のように評価されている。

「経済的過程における金融資本と国際政治史上の現象たる帝国主義とを一括して把握

する見地を示したのは，そしてそれによって段階規定を行ったのはヒルファーディン

グをこえるレーニンの功績だったといってよい。しかし， レーニンは両者を一括する

見地を示したしただけであって，その内的連関を明らかにしたとはいい難い。かえっ

てヒルファーディングの方がすぐれた分析を事実上与えている部分さえ見える。」

（社会科学研究1970.2月号115頁）

~6) C. K. Hobson「TheExport of Capital」楊井克己訳

（二） 『帝国主義論』プランと資本輪出

これから， 『帝国主義論』プランと資本輸出の関連をとりあげよう。
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さて『帝国主義論』はレーニンがスイスに亡命中，・1すなわち， 1916年1月～

6月の問に執筆された。そしてこの書の基本的任務は，以前も今も争う余地の

ないブルジョア統計の総括資料とあらゆる国のブルジョア学者たちの告白とに

基づいて， 20世紀の初めの，すなわち最初の帝国主義的世界戦争の前夜の資本

主義世界概観図が，その国際的相互関係において，どのようなものであったか

を示すことにあった。又第ニインターナショナルの崩壊と腐敗の産物である，

「カウツキー主義の批判」に特別の注意がはらわれている。

「帝国主義ノート」の最大の学問上認識上の意義はそれがレーニン研究の内

面を明らかにし， レーニンの研究活動の方法の特色，研究されている材料に対

する経済的および歴史的事実に対する統計資料のとり扱い方を示し，分析の方

法論と仕事のやり方を示している点にある。（
レーニン全集⑲
序文）

多大の興味を引くものは， レーニンによる著「資本主義の最高の段階として

の帝国主義」のプランの仕上げをなしている準備材料である。 『帝国主義論』

のプランは，現行『帝国主義論』の序文で著者自からが返べているように，時

代的背景を反映して，厳しいツァーリズムの検閲を顧慮して，表題に関しても

次のような考慮がなされている。 すなわち，検閲のために， たとえば＜現代

（最近）資本主義の（資本主義の最新段階の）基本的特質>(,,Die grund-

legenden Besonderheiten des modernen (neuesten) Kapitalismus (seines 

neues Stadiums) "と書き換える用意がなされ，帝国主義という政治的言葉は

慎まれているようだ。それでもなお， レーニンの『帝国主義論』は政治経学済

的な研究といえる。

『帝国主義論』の構想については，はじめのうちは， J. A・ホブソン， ヒル

ファーディングからその時代の特徴を示すものを拾い上げ列挙しているにすぎ

ないが，具体的なプランでは，ホブソン，カウツキー， ヒルファーディングの誤

りを指摘しつつ，次のような，ほぼ現行『帝国主義論』に近い内容が見られる

プラン l (HEFTE⑲ 219頁）
邦訳⑲ 196頁

(1) われわれの時代における資本主義の敗廷な段階

(2) 大生産の成長，生産の集積 (3) カルテルとトラスト

(4) 独 占 (5) 国際カルテルそれによる＜世界の分割＞
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(6) 銀行，その一般的役割

(8)'金融資本

(1($ 植民地

⑫ 世界の分割

資本輸出に関する一考察

(7) 銀行

(9) 資本輸出

(11) 植民地の増加

(1~ 発展の不均等と＜世界の再分割＞

{14) 世界経済における相互関係の状況

⑯ 総括，帝国主義の根本的な経済的（生産上）の特徴

{16) 金融資本経済政策と帝国主義の批判？

{1り 自由競争への復帰かあるいは資本主義克服のための前進か。

⑬ 資本主義の寄生性と＜腐朽＞

⑲ ＜超帝国主義＞あるいは国際主義

⑳ カウツキーおよびホブソン対マルクス

{21) 帝国主義の弁護論者と小ブルジョア批判家

(22) 帝国主義と日和見主義

(23) 1891年から1894年にいたる外交と対外政策

(24) 帝国主義時代の民族問題

(25) <絡みあい＞対社会化

上のプランは各項目が次のように分類されて見出しと異文として整理されて

もヽる。

A 1序 芸叫HノEーFTトE 220391頁頁） (HBAENFTDF39は以デ下ィはーHツEF版TFと省略）（大ノ月ー版トのは全邦訳集39)

B 2-15 経済的分析（基本的生産関係）

C 18 寄生l生

D 16-17 経済政策

E 19-22 帝国主義の評価（……にたいする態度批判）

F 23-24 若干の政治的相互関係と連関+18寄生性

25 LL 

最終プラン (HEFTE 233賃）ノート 210 

I 生産の集積と独占体 I[ 銀行とその新しい役割

JII 金融資本と金融寡頭制 N 資本輸出

V 資本家団体のあいだでの世界分割 w 列強のあいだでの世界分割
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圃 特殊の段階としての帝国主義

沢帝国主義の批判

珊 資本主義の寄生性と腐朽性

X 帝国主義の歴史的地位

レーニンは十以上のプランを残しているが，ここではその検討が目的ではな

いので，その基本的なものをとりあげた。まずプランから理解できることは，
(1) . . . . 

日レーニンは当時の歴史段階を資本主義の特殊な段階と認識していたこと。（二）

その段階認識の基礎には生産の集積集中＝独占という事実 口どのプランにも

資本輸出は大項目として存在し，帝国主義の経済的基礎として把握しているこ

とである。レーニンはヒルファーディングの欠陥（ノート 166頁）ー一(1)貨幣に

ついての理論的誤り， (2)世界分割をほとんど無視， (3)金融資本と寄生性との連

関を無視， (4)帝国主義と日和見主義との連関を無視ーーに陥らぬようにし，生

産の集積集中そこから成長してくる独占体を中心にすえて，銀行資本と産業資

本の融着による金融資本の形成，金融資本の危大な富の蓄積，それが資本輸出

の必然性をを生みだし，その経済的紐帯によって，世界の隅々まで自己のもと

に結びつけ支配することによって，世界の政治をも動かすようになるのである

とし，さらに 1:::ルファーディングが「金融資本とは銀行の管理下にあって，産

業家によって充用される資本である」と定義したことについて， 「この定義は

その中に，もっとも重要な契機の一つ，すなわち，生産と資本の集積は，それ

が独占に導きつつあり， またすでに導いたほどに著しく進展したということ

一の指摘がない限り不完全である。」と述べている。これは， レーニンが帝

国主義を論ずるに当り， たえず経済的下部構造＝生産を根幹として， 流通部

門，上部溝造が規定されるということを主張するものである。

資本輸出に関しても，他の論者の見解と異なるところは，彼がいかに金融資

本の経済的基盤＝この生産様式の根本的不可避的な条件と前提から論じている

という点であった。

では， レーニンは資本輸出にどのような項目を設定し，どのような資料を準

備していたか「帝国主義論ノート」の資本輸出の項目（ノート 198頁）を参照し

よう。

資本輸出 (N章）

序論資本の成長とその矛盾
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成長 ホブソン，レスキュール，メーレンス

規模 ネイマルク， リーサー，ハルムス，アルントディウリッチ，カウマフン

意義 商品輸出との結びつき，輸出と資本投下，ヒルファーディング（借款

と輸出），植民地における供給，中国，ロシア， 日本等々における外

国資本， ロシア， ドイツにおける資本，アルゼンチンにおける資本。

以上において， レーニンが構成しようとする資本輸出の内容および資料がお

およそわかる。資本輸出を帝国主義の経済的基礎として把握し，金融寡頭制の

国際的広がりの網の目として，第4章に位置づけ，資本の成長とその矛盾とし
・・・。・

てその批判的視角を据えて，論理的歴史的考察がなされている。さらに，資本

輸出の規模・意義などによって，帝国主義段階における，国際相互連関の有様，

植民地との結びつき，などが論じられているのである。

レーニンの場合，自からも述べているように， 『帝国主義論』についても，

また資本輸出に関しても殆んどが，ブルジョア学者の統計資料と告白に基づい

て，批判的摂取による叙述をなしているため，完全に論理的展開がなされてい

るとは言い難い面を持っているというのも事実である。
(2) 

(1) 「帝国主義論ノート」におけるプラン問題を詳細に検討されている馬場宏二教授の

「帝国主義論」プラン（社会科学研究第21巻 5, 6号）を参照されたい。

(2) 松井清教授は「レーニンは，先進国においては，資本の過剰が存在して利潤率が低

いこと，後進国においては，資本の不足が存在して利潤率が高いこと，利潤率のちが

いによって，先進国からの資本の輸出が行なわれ，国際資本移動の生まれることを明

確にしたけれどもそれ以上の理論的展測がない。資本主義の発展にともなって，いか

にして資本の過剰が生まれるか，利潤率の低下がどうして資本の輸出を生むかを明ら

かにされるとき，資本移動論は完成される」 （世界経済論体系10頁）といわれ，馬場

宏二教授も，上掲論文で，資本論や金融資本論に比べて経済原理が欠如していること

を指摘されている。

（三）資本の過剰と国民的利潤率

第 4章序論で「資本の成長とその矛盾」を論じ，資本がいかにして外国貿易

へと発展していくのか，ポブソンその他の人々の資料によって叙述していく。

外国貿易の問題に関しては＂いわゆる市場問題"や「ロシアにおける資本主

義の発展」の中で論じているのは周知のことである。レーニンは，
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を主張するのに対し，

存在しない。

ナロードニキが資本主義社会の内部においては，剰余価値の実現の不可能性

マルクスの「資本主義的生産は一般に外国貿易なしには

しかし，与えられた規模における正常な年再生産が想定されるな

らば同時に次のことも想定されたことになる。すなわち，外国貿易は，使用形

態および現物形態を異にする物品を内国産物品に代置するだけで，価値比率に

は影響を及ぼさず， したがってまた，生産手段及び，消費手段なる 2つの部類

が相互に交換される際の価値比率にも，これらの各部類の生産物の価値が分れ

得るところの不変資本と可変資本と剰余価値との比率にも影響を及ぼさないと

いうこと， これである。 したがって，年々再生産される生産物価値の分析に際

して外国貿易を引き入れることは，ただ混乱を招く恐れがあるのみで，問題な

りその解決なりの何らかの新たな要素を提供するものではない。それゆえ，外

国貿易は全く捨象さるべきである。」

という命題をとり上げて， ナロードニキの誤りを指摘したのであるが，反面

においては，資本主義は外国貿易なしには存在しえないという，いわゆる外国

貿易の必然性について， 3つの命題を提示した。

日

口

資本主義は高度の商品流通が発展し，国家の境界を越えて流通する。

生産の不均等発展の結果として， より発展した産業部門は外国市場を求

日

める。

生産規模の無限の拡大は，地方的障壁を越えて，各産業部門の自然的志

向は，外国市場を求める必要へと導く。

ここにおける外国貿易は，商品輸出と資本輸出に共通する資本主義的発展の

一つの側面＝外延的発展について論じたものであり， 『帝国主義論』の中の 4

章，資本輸出では，かかる共通な側面と， また，商品輸出とは区別される資本

輸出について論じているのである。
・・・・・・・・・・。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
「交換一般と資本輸出の対置からはじめるのは歴史的にもまちがいであり，. . . . . . . . . . . . 
理論的にもまちがいである。」（

レーニン全集⑳
493頁 ）というレーニンの見解は商品輸

(1) 

出と資本輸出の原因を理論的に共通なところに求めて，歴史的には両者が並存

しているということを示しているのである。

だが，『帝国主義論』の中では，外国貿易一般として論ぜず，特に商品輸出と
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は区別される資本輸出として論じた⑯は，資本主義の最高発展段階としての特

殊の段階ということを強調するためである。したがって，資本輸出は帝国主義

段階においてはじめて発生するのでもなくまた， 逆に帝国主義段階において

は，商品輸出が減退するのでもなく，消滅するのでもないが，帝国主義段階にあ

っては，資本輸出は必然的であり，商品輸出とは異る意義を持つものである。こ

れは，この段階においては，資本の過剰は恒常化し，この新しい歴史的発展段階

において，金融資本の価値増殖のためには，資本輸出こそ最も有効な手段だか

らである。この資本輸出は，金融資本の再生産構造と密接に結びつき，内的矛

盾の展開ーレーニンは資本の成長と矛盾，そこから資本輸出を説いているーで

あり，この矛盾の克服のための捌け口として，外国貿易，資本輸出をとらえて

いる。これは前に見たマルクスの内的諸矛盾の克服の一つの方策として外国貿

易，資本輸出を位置づけているのと同様である。

『帝国主義論』の第4章に位置づけられた資本輸出は，論理的には上向の過

程，つまり，生産の集積・集中→独占の形成→金融資本の形成・金融寡頭制，

この金融寡頭資本家達が，世界の経済的・政治的支配・分割のための経済的紐

帯として，また，寄生性と腐朽性の原因として理解しなければならない。第3

章から第4章への移行には論理的飛躍があることがよく言われる。それは3章

までは金融資本の経済的基礎に独占の形成を理論的に解明し， 4章以下では，

独占から生れる必然的結果あるいは金融資本の運動法則を展開している。それ

を吉村正晴教授は次のように主張される。

「第三章までの前半におけら独占は， 生産の集積→独占ということである

が， 「資本の輸出」 「資本家団体の間での世界の分割」 「列強の間での世界の

分割」の三者は，ともに「独占の主要な形態」または現象とせられているので

ある。」（帝国主義論と全般的危機論
『現代帝国主義講座』 I56--58頁）

(2) 

レーニンにあっては，生産の独占は，それを基礎として，独占の原理（＝排

他的に支配・独占）が働くという考えがある。これは「資本輸出」を考察する

場合，きわめて大切なことである。国際金融市場における激烈な借款競争，独

亀的支配の寄生性と腐朽性，領土分割支配の基礎には独占があり， この独占は

独占の原理をくまなく発揮させるからである。支配関係とそれに関連する強制
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の関係ーこれこそ， 「資本主義の発展の最近の局面」にとって典型的なもので

あり，そしてこれこそ，全能の経済的独占の形成から不可避的に発生せざるを

えなかったものであり，また事実，発生したのである。（レーニン全集⑫238頁）
資本主義的生産様式の発生とともに，絶えず蓄積される矛盾は，産業資本主

義段階においては，外国市場の拡大と，周期的な恐慌によって資本の過剰を緩

和した。だが，金融資本主義の時代はとりわけ国内的には 日社会的生産と私

的占有，（二）富と貧困，口都市と農村の矛盾が，最高度に激化した時代であり，

・対外的には，すでに市場は分割されつくし，しかも，列強は，独占を基礎とし

た保護関税障壁をはりめぐらして，自由な商品流通を妨げているので，資本輸

出の必然性 (DieNotwendigkeit der Kapitalausfuhr)とともに，国際経済の

依存と結びつきとの経済的国際網は資本輸出が典型的 (kennzeichendgewo-

rden)位置を占め，植民地その他の領域の排他的支配，従属関係をつくりあげる

ためには資本輸出は大きな意義（忍悶盟此芯言は霊砂を持つに至ったのである。

われわれは資本輸出の必然性をこのように，資本の成長と矛盾の展開として

把えなければならないのであるが， 戸原四郎教授は， レーニンの「資本の過
t 3)・ 

剰」の問題をとりあげ， 「資本主義の各発展段階に共通する，この生産様式の

根本的，不可避的な条件および前提でもって， レーニンは資本の過剰を説明し

ている。したがって，そこから導き出されるものは，資本主義一般に共通する

資本の過剰，すなわち，原理論的な「資本の過剰」である。結局， レーニンに

あっては，段階論的な資本の過剰の意味の説明が不明瞭になっている。」と述

べておられる。さらに，戸原教授は， 「原理論的な意味の資本の過剰は純粋な

資本主義社会では，労働力の商品化に基づく矛盾として，恐慌の必然性の根拠

をなすとともに，恐慌をつうじて自から処理もされうるのである。金融資本段

階における資本の過剰は，原理論におけるそれとは異なり，金融資本のより有

利な価値増殖を実現するために， 独占体によって不断に形成される過剰であ

り，したがってまた，金融資本の内部では処理されない過剰である。」とされ

る。また，山田隆士教授は，産業資本段階における資本の過剰をとりあげ，資
(4) 

本の過剰が何たるかを説明するために， 『資本論』第三巻第三篇十五をとりあ

げ（堀教授と同様に），恐慌前夜における「一般的利潤率」の強い突然の低落
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の開始とそれに続く恐慌＝崩壊過程で鋭く顕現する「資本過剰」の極限点とし

ての「資本の絶対的過剰」が産業循環のいかなる局面で資本輸出に結びつくの

か，その関連性のために，「資本論」第三巻第5篇第30章ー32章の「貨幣資本と

現実資本」を研究されている。明らかにレーニンは資本の過剰＝資本の輸出を

資本主義的生産の成長と矛盾＝この生産様式の根本的不可避性を金融資本の時

代に段階規定する場合には，戸原教授のように，原理論とは異なるところに，

資本の過剰の基礎を見いだすのではなく，まさにレーニンがなしたようにこの

資本主義的生産様式そのものに基礎を見いだし，独占段階における必然性を規

定しなければならない。なぜなら，独占の時代＝帝国主義の時代は，産業資本

の継続的発展の産物であり，したがって，この延長上に位置するものであるか

らである （「帝国主義論」レーニン
。全集⑫ 307頁 ） 

(5) 

山田教授の場合，産業資本主義段階における資本の過剰を資本主義的生産＝

蓄積過程そのものに求めながらも，その説明には，景気循環的側面に求めてい

る。 したがって，資本主義的蓄積段階のある時期に， 資本輸出が必然的にな

り，典型的になるということは説明できない。資本の輸出を資本主義的生産の

矛盾として把えようとすれば，再生産構造にその基礎を見いださない限り，近

代経済学者の言うような，単なる貨幣の移動ー前資本主義的ものであれ，いか

なる形態の資本であれ区別なくーをもって資本輸出として理解するものとなん

ら変るところがなくなってしまうのである。
(6) 

マルクスと同様， レーニンは資本の輸出を資本の成長とその矛盾として理解

していることは序文から明らかである。

第4章「資本輸出」の序文では， 「資本主義とは，労働力も商品となるよう

な，最高発展段階にある商品生産である。国内の企業，個々の産業部門，個々

の国における不均等発展性と飛躍性とは資本主義の下では避けられない条件で

あり，前提である。」という資本主義の成長とそれに伴う矛盾について述べ，

続いて，イギリスを中心とした自由貿易主義は，独占の形成と共に保護貿易主

義に転化したという歴史的背景が語られる。 「はじめはイギリスが他の国にさ

きがけて資本主義国となり， 19世紀の中頃には，自由貿易をとり入れて， 「世

界の工場」， すなわち， すべての国へ製造品を提供する国という役割を要求
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し，他の国々しまこれと引き換に原料品をイギリスに供給しなければならなかっ

た。しかし，イギリスのこの独占はすでに19世紀の最後の4半紀にそこなわれ

た。なぜなら，一連の他の国々が保護関税にまもられて，自立的な資本主義国

家に発展してきたからである。そして，われわれは， 20世紀にかかる頃に別の

種類の独占が形成されたのをみる。それは第一には資本主義の発展したすべて

の国における資本家の独占団体の形成で行り，第2には，資本の蓄積が巨大な

規模にたっした少数の富裕な国々の独占的地位の形成である。先進諸国では巨

額の「過剰資本」が生じた」と(
国民文庫副島訳
帝国主義論80頁）この叙述は明らかに，第4章冒

．． 
頭の「自由競争が完全に支配する古い資本主義にとっは，商品の輸出が典型的

．． 
であった。だが独占体の支配する最新の資本主義にとっては資本の輸出が典型

的になった。」に呼応したものである。

すでに，資本主義は1873年の恐慌以降，ある種の経済現象が新たな発展段階に

移行しつつあった。マルクス・エンゲルスもそのことを認識していた。たとえば

1879年4月10日付ダニエルソン宛の書簡で「鉄道建設は先進諸国家で資本主義

的生産の終局的発展，したがって終局的転化を促進させた。」「鉄道は資本の集積

にたいし，これまで思いもよらなかった衝撃をあたえ，貸付資本の世界をまたに

かけた活動をも促進した。この貸付資本はこのようにして全世界を金融詐欺の

網の目と国際的『友愛』の資本主義的形態たる相互債務ではりめぐらした。」

と述べた。レーニンにも段階的把握は早くからあったが，独占体の歴史について

は，フォーゲルシュタインの論文＜資本主義的工業の金融組織と独占の形成＞

信貞）から学び， 「新しい帝国と古い帝国の特徴」についてはJ• A, ホブソ

ンから学んでいる。（ノ3五責）新しい帝国主義はつぎの点で古い帝国主義と違っ

ている。第一に，一個の成長しつつある帝国の野心のかわりに，それぞれ政治

的拡張と商業的利得とに対する同様の欲求に動かされている競争しあういくつ

かの帝国の理論と実践があらわれたことであり，第二に，金融上の利益あるい

は~旦上の利益が商業上の利益に堡星．していることである。(〗9閉、~;反羞）
ここから， 「自由主義段階には商品輸出が典型的になり，独占の支配する最近

の資本主義にとっては資本の輸出が典型的となった。」 を引きだしたのであ

る。ヒルファーディングは金融資本にとっては産業資本の輸出がますます重要
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になってくると言うが， レーニンは，産業資本の輸出の意義を強調するが，国

際借款についても，排他的独占という点から強調する。なぜなら，ヒルファー. . . . . 
ディングは資本の組織性を強調するのに対し， レーニンは，資本の独占的支配

を強調するからである。独占体はいたるところで独占原理を伴う。すなわち，

生産場面および流通部面のみならず政治部面でも独占を欲する。したがって，

「貸付資本」の輸出「産業資本」の輸出によって経済部面を支配独占すると共

に，政治的支配も欲するのである。
(6) 

レーニンは，少数の爛熟した資本主義国には，巨大な蓄積＝過剰資本の存在

を指滴し，これこそが今や，商品取引関係を優越して資本輸出が国際経済の経

済的紐帯となっていることを見たのである。かかる資本主義的生産様式の内的

機構から生みだされる資本の過剰（資本輸出の必然性を規定するところの）と

並び，いくつかの帝国主義が独占を求めて競争しあうという歴史的条件の中で

は，世界市場を排他的に支配独占するためには資本の輸出が最も有効な手段で

ある。有利な取引きのために「縁故」を利用することが，公開市場での競争に

とってかわる。借款の一部を債権国の生産物，とくに軍需品，船舶等々の購入

に支出することを借款の条件とするのは，もっとも普通のことである。資本の

輸出は商品の輸出を助長する手段となる （ 国民文庫副島訳
(7)0 帝国主義論85頁）

レーニンは，ブハーリンの著， 『世界経済と帝国主義』に序文をよせ，この

書の科学的意義は「全体としての，またもっとも高度に発展した資本主義の一

定の段階としての，帝国主義に関係ある世界経済の基本的な事実を考察してい

るところにある。」と述べ，さらに「交換の一定の発展段階で，すなわち，ほ

ぼ19世紀と20世紀の境目で到達された段階で，交換は経済的関係を大いに国際

化し，資本を国際化し，大規模生産は非常に大規模なものになったので自由競

争する一国内で， または諸国間の関係での一企業ではなく， 企業家の独占団

体， トラストであった。世界の典型的な『支配者』となったのは，すでに金融

資本であった。 (Leninwerke⑫ 104頁
レーニ噂113-114頁）

資本主義的生産の発展とともに，商品交換も資本輸出もともに国際化してい

く。だがしかし， 「商品交換はまだ植民地をその交換関係の中に引きこみなが

ら，まだ資本主義的生産に引きこんでいない。帝国主義はこれを変化させた。
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．． 
帝国主義はとりわけ資本の輸出である。資本主義的生産はますます急速に植民

地に移植されている。」 (Leninwerke⑫ 344頁レーニン全集⑫
自決に関する討論の総括394頁 ） 

これを資本の世界市場の歴史的発展段階での運動と関連させて考察すると，

資本にとって外国貿易（市場）が絶えず拡大する場合には， W'-G'-<Gの
g 

過程，つまり，商品輸出はとどこおりなく行われ，資本の過剰は問題にならな

いし，逆にG-Wつまり，原料食糧の輸入もとどこおりなく行われる。 （これら

の生産物はその生産様式を問わず商品となりうる。したがって，それらの生産

様式は直接的影響は受けない） しかし外国貿易が制限されていて W'-G'に転

態が容易にできない場合（商品資本の過剰） やW'-G'に転態できても， G-
Wに転態できない場合に（貨幣資本の遊休＝国内に有利な投資のための場所が

ないとかまた原料の輸入が容易でない）は恐慌による価値破壊ないし資本輸出

を促すであろう。

ところで，イギリスが「世界の工場」としての地位を誇っていた自由主義段

階にはW'-G'の過程は容易に転態可能であったし， G-Wに転態することも

容易であった。ところが，イギリスでは資本に転化される以上の剰余価値が海

外から流れ込み，豊富な貨幣市場を形成し，この貨幣資本を貸付資本，有価証

券として，一般的には企業支配を直接要求せず，したがって投下先についての

政治的支配も必しも要求しないところの資本輸出がアメリカ，ヨーロッパ，ロ

シア，インド等々におこなわれた。この頃の投資は主として鉄道投資であった

ことからもわかるように，商品輸出市場のための投資であった。

後進国ドイツやアメリカの場合は， 保護関税政策や株式会社の発達を通じ

て，またたくまに金融資本主義段階に逹した。独占形成後も，各国の育成保護

関税政策は，大工業のための高率保護関税政策にそのまま転化し，市場はほぼ

分割されつくし，しかもブロック化によって商品の自由な流通を阻害されてい

るので， W'-G'の過程の転換は困難になり， したがって商品資本の過剰（貨

幣資本もまた）が生じた。その克服のためには，産業資本を輸出するとか，借

款を与えることによって，資本の過剰を克服し，また，競争者を世界市場から

排除し独占しょうとする原理がはたらくのである。当然，保護関税制度は国内

における資本の成長を促進するが，経済領域を制限するため，資本の過剰＝そ
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の結果として利潤率の低下に導き，海外投資への誘因を増大させる。資本の輸

出は輸出された国において資本主義的生産様式をつくりだした。上方における

利潤率の低下は，新しい諸資本の競争を一段と激化させ，他方における保護関

税は「世界市場の支配を決定すべき最後の一般的工業戦の開戦準備をおしすす

め」，（鰐鰐謬冒）資本の輸出は全世界における資本主義の一層の発展を拡

大し深めた。

(1) レーニンは党綱領を書きかえるにあたり，部会に対し次のような意見を主張する。

「綱領は，資本主義のもっとも単純な現象から出発して，より複雑な「より高度な」

現象へ，交換から商品生産へ，大企業による小企業の駆遂へ，恐慌等々へのほってい

きーまたのぽっていかなければならないー最後に，いまようやく先進国で成長しつつ

あり，また成長をとげたばかりの最高の段階としての帝国主義に到達する。実生活で

はこうなっている。「交換」一般と資本輸出の対置 (COTTOCTABJIEHH月P凡几OM

~OoMEHA)> BOAS山El1 3KCTTOPT A KOTTHTAJIA)からはじめるのは歴史

的にまちがいであり，理論的にもまちがいである。」（レーニン全集⑳493 
AEHNH⑫ 146)  

(2) 前半の三章までにおける独占と後半における独占の概念の相違を強詞される吉村教

授はさらに続けて「国際カルテルは現代の経済闘争（世界の分割）の本質を示す。こ

の場合の独占の主要な意味は，少数，複数の帝国主義列強が世界を分割し，それぞれ

の経済領域を排他的に支配＝独占する点にある。もう一つの意味は「早いもの勝ち」

に自由に土地を占有しえた「非独占的」な植民政策の時代が終って，世界領土の占有

が行き尽したという歴史的事実にもとづくところの「植民地の独占的領有のことであ

る。」と（前掲書58頁）こうした独占概念が種々存在するのは，生産資本の独占の存

在するところに独占原理が働くとするレーニンの考えによるものと思われる。

(3) 戸原四郎「ドイツ金融資本の再生産構造」武田隆夫編「帝国主義論」上，戸原教授と

同様にいわゆる段階論を主張される五味久寿氏は（社会科学16号1969年12月号），金

融資本の下における過剰資本形成のメカニズムについて次のように述べられる。 「金

融独占体がその独占価格を維持するためには，国内供給の制限を要求されるという，

したがって，生産設備の一部を組織的に遊休化し，利潤の追加的資本への転化による

生産拡張の制限を要求されることにもとづくジレンマである。しかも，生産設備の組

織的遊休化は，これに付属していた労働者部分をも当然組織的に過剰なものとして排

除する。さらに，その独占利濶は，その追加投資への転化が組織的に制限されるとこ

ろから遊休貨幣資本，過剰な資本としてあらわれることになる。しかし，この過剰な

資本は対外ダンビング戦の行きづまりを打破するために，商品輸出の金融的手段とし

て外国に輸出されることになる。…金融資本にとって，旗接問題になるのは生産過程

に固定された生産設備としての資本の過剰ーすなわち現実資本の過剰である。」と。

(4) 山田隆士「資本の過剰と資本輸出」中央大学80周年記念論文

なお， 「資本の過剰」について混乱が生ずるのは，吉信粛教授が言われるように，
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（「資本輸出の諸問題」） （経済評論1957年10月号） 「資本の過剰はその原因からだ

けでなく，その形態からも区別されねばならないということ，すなわち，産業資本の過．

剰と貨幣資本の過剰（資本の過多）との区別，前者は過渡的な資本の過剰，過剰生産恐

慌と関連するが，後者は一定の諸段階でたえず生ずるところの，必ずしも過剰生産を表

現しない信用制度の発展と共に発展する資本の過剰である。一般に資本の過剰という

場合，この形態上の区別をしないことから種々の混乱が生じているものと思われる」

と。山田氏の場合，吉信氏のいわれる貨幣資本の過剰に資本の過剰を求めておられる

のである。

(5) 諌山正教授は「レーニン自身の論理の中には，明確な意味での原理論における「資

本の過剰」と帝国主義段階における「資本の過剰」が混在しているという他はない。

と主張し， したがって， 「原理論における「資本の過剰」と段階論におけるそれとの

関連をより明確にしなければならない。」と（「資本の過剰」と資本輸出，新潟大学

経済論集1968年3号）帝国主義段階に至って， 「資本の過剰」はますます深化すると

主張は，氏によって，深化説と呼ばれ，その典型として，吉村正晴『貿易問題』

(164-168)があげられている。

(6) レーニンは第4章で国際金融市場について論じる予定であったが，途中脱落した。

産業資本主義段階における商品流通の媒体としての国際金融市場の役割と帝国主義段

階における有価証券発行業務などへの金融市場の機能の変化の問題等，資本輸出を論

じる場合とりあげなければならない。その際，深町郁弥教授が主張されるように

信闘麿胃哀号金融市場）資本の蓄積過程との関連で論じられねばならない。

(7) ヒルファーディングには，金融資本にとって重要なのは生産資本の輸出であるとい

う指摘があるがレーニンはただ帝国主義の 3つのパターンとしてあげた，ィギリス植

民地型帝国主義，フランス高利貸的帝国主義，ドイツの第 3型帝国主義は，資本輸出の

型態によって区別されているのである。 かかる区別は， 金融再生産構造と結びつい

た，独占支配の形態に基いている。レーニンは帝国主義の腐朽性と寄生性を強調する

一方，他方では以前とは比較にならぬ程の発展を強調する。資本輸出に関してもその両

面が存在することを指差しているようだ。例えば，帝国主義段階においてはドイツの

ような生産資本の輸出が有利であるが，しかしドイツでもすでに腐朽性と寄生性がみ

られることを指摘している。

(8) 資本の輸出も商品の輸出も共に，利潤を唯一の推進動機とする資本の活動のー局面

をなすものだから，最高の利潤率を追求する点においてなんらの区別もあり得ない。

だが，商品の輸出は必ずしも国内市場よりも高い利澗を条件としないのに，資本の輸

出には，それが絶対の条件になる。 (K. Marx. Das Kapital ][ 224)だが，国際金融

市場では，非常に良好な状態にある訳でもなく，政治上の見通しも有望でないのに，

外国からの借款を断りきれない。すなわち，将来の支配，従属ないし利権を得るため

である。このように，独占体は，独占原理をともなうのである。 （ レーニン全集＠281頁）
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資本は最大限の利潤を追求する。したがって，利子率，利潤率の低いところか

すら高いところへ移動する傾向を持つのは当然のことである。マルクスは国民的

利潤率の相違について次のように述べている。 (DasKapi tal I[ 17 5 
青木長谷部訳皿上，230)

90 c +10 v +lorn =110, ……(l)lOc +90v +90m=l90…… (2)商品が価値どお

りに売られるならば， 第一の生産物は110で売られ，そのうちの10が剰余価値

を表示し，第2の生産物は90の剰余価値を表示する。このことは，国民的利潤

率が相互に比較される場合には特に重要である。とし次の式を掲げる。

ヨーロッパ 84 c +16v +16m =116 (利潤率16%)

アジア 16 c +84,v +2lm =121 (利潤率21%)

剰余価値率はアジアでは，ヨーロッバの｝だとはいえ，利潤率は後者の方が

高い。たいていは，相異なる国民的利潤率は，相違なる国民的剰余率に基づく

であろう。

資本の有機的構成の高度化は一般的利潤率の段階的低落をきたす。
(Das Kapital 1[242 
青木長谷部訳皿上，315)

(1) 50c +lOOv +lOOm=250 (P'=66t %) 

(2) 400 c + 100 v + lOOm = 600 (P'= 20%) 

一国における相異なる継起的発展段階についていえることは，相違なる国々

における相異なる同時並行的発展段階についてもいえる。この 2つの国民的利

潤率は剰余価値率の相違によって打消されることもある。

マルクスは 日商品が価値どおりに売られれば，後進国の国民的利潤率が先

進国のそれより高い （二）それは，主として有機的構成の相違に由来している。

已剰余価値率の相違によって反対にもなりうる。四一国における継続的発展に

よる利潤率の低落と同時的並行的な発展段階の相違なる利潤率の相違を同一視

している。

ヒルファーディングは， 「資本輸出の条件は，利潤率の相違である。資本輸

出は，種々の国民的利潤率の高さは，資本の有機的構成に，したがって資本主

義的発展の高さに懸っている。資本主義的発展が進んでいればいる程，それだ

け一般的利潤率は低い。この一般的規定はあまりここで重要でない。というの

は，ここでの問題は，世界市場商品であり，その価格は最も発展した生産方法
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によって決定されるからであるが，この一般的規定にさらに特殊的諸規定がつ

け加わる。後進国における特殊的規定というのは，銀行や信用組織の未整備の

ため，利子率が高く，労賃，地代が安いこと，特権や独占によって利潤率が引

き上げられる。」というのである （ 金融資本論林° 要訳462頁 ） 
マルクスにあってもヒルフ＇ァーディングにあっても，後進国では資本の有機

的構成が低いから利潤率が高く，したがって，先進国の資本が高い利潤率を求

めて移動するというのではない。世界市場競争を前提すれば， 「一般的規定」

は意義を失うから，先進国の資本が後進国に輸出されて高い利潤率を得ること

ができるのは特殊的条件一資本が少なく，地代が安く労賃が安い。独占的支配

ーによるものである。国民的利潤率というのは存在することは疑い得ないが，

資本輸出の条件として確定的存在ではない。やはり資本が後進国に輸出される

のは，そこでは確実に高い利潤率を確保できる条件が存在するからである。こ

の点，マルクス・ヒルファーディング， レーニンの一致した点である。レーニ
(1) 

ンはさらに，帝国主義という世界市場が分割されつくしている歴史的段階にあ

っては，かかる有利な条件を独占的に支配するために，若い資本主義国は，資

本を借り入れて，それを再び輸出する方法もあるという。

さらに利潤率との関連においてであるが，資本主義の成長によって生みださ

れる資本の過剰（資本輸出の必然性を規定する）の結果として，利潤率の低下

が生ずる時には，有利な投下場所を求めて，資本の輸出が促進される。しかしな

がら，単に，資本主義の発展過程において，資本の有機的構成が高度化したた

め，利潤率が低下する場合ないし，資本の発展度の相違によって国民的利潤率

が相違するということでは，資本輸出の強力な誘因とはなり得ない。
(2) 

だが，資本の本性がより高い利潤率，利子率を求めて移動するのは当然あり

うることはもちろんである。

レーニンが， 「資本輸出の可能性は一連の後進国がすでに世界資本主義の軌

道の中に引き入れられ，鉄道幹線が開通…または敷設されはじめ，工業の発展

の基本的諸条件がすでに保障されていることなどによってつくりだされてい

る。」というのは， 先進国では未だ独占は形成されていないが， 資本にとっ・

て，より有利な生産条件が存在すれば，資本は輸出されうるだろうし，資本輸
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出の必然性とは，資本の成長が独占を生むに至り，内的必然性として，また独

占を基礎としての独占的支配の経済的紐帯として区別したものであろう。

したがって，資本輸出の必然性を規定するものは，資本の過剰であり，より

高い利潤率はその目的であるといえよう。

自由主義の段階にもイギリスから相当の資本輸出がおこなわれていた。だが

しかし，特に独占段階にあって強調しなければならないのは，単なる量的増大

だけではなく，質的変化を見なければならない。それは単に再生産構造におけ

る変化だけからではなく，資本輸出を媒介する金融市場における機能変化をも

とりあげることによって帝国主義段階における資本輸出の重要さを論証するこ

とができるであろう。

(1) 植民等に投下された資本が高い利潤率を得るのは，マルクスに依れば，「資本が高い

利澗率を生じうるのは，植民地などでは総じて発展度が低いので利潤率が高く，また

奴隷や苦力などを使用するので搾取度も高いからである。」
Das Kapital ][266 
（青木長谷部訳皿上，347)

レーニンは「後進諸国では，利潤率は高いのが普通である。なぜなら資本が少なく，地

価は比較的低く，賃銀は低く，原料は安いからである。」（
レーニン全集(22J
278頁）

(2) 吉村正晴教授は， 「世界市場における競争を前提すれば，先進国の国民的利潤率は

後進国のそれと比較して必ずしも低いとはいえない」といわれ，先進国の資本が後進

国に輸出されるのは，そこでは費用価格の低減が可能であるからだ。」と（「資本の

国際的移動と国民的利潤率」 （九大産労研所報創立10周年記念論文集）

吉村教授の見解は， 国際価値論の立場から正当な支持を受けるのであるが， しか

し，本文中に引用したマルクスの文章を読めば，国際間における剰余価値率の相違を

捨象すれば一国内においても，有機的構成の高度化にさいして，剰余価値率の変化は

捨象したままで，利潤率の低下傾向を説いている一ー，有機的構成の相違によって利

潤率の相違を一般的に論じていることが分る。とすれば，有機的構成の相違から導か

れる国民的利潤率の相違によって資本輸出を説明することはできず，過剰資本や，費

用価格の低減等によって説明せざるを得ない。なぜなら，後進国では有機的構成が低

いため，利潤率は高いのであるが，先進国の資本は後進国に於いて生産を低めること

によって，利潤率を高めようとはしないから。

（四）学説史的批判

レーニンの資本輸出論を他の論者との区別を明瞭にするために，諸論者を取

り上げよう。レーニン自身「帝国主義論」でJ.A・ホブソンを高く評価してい

る。それはJ.A・ホブソンが帝国主義の寄生性と資本輸出の関連を強調し，帝
(1) 
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国主義の経済的基礎（本質）を見ぬいているからである。ホブソンは資本輸出

については， 「金融業者＝投資家が大きな利潤を獲得するために，国家をも従

えて，侵略的帝国主義を助長するものであり，これこそ有利な資本輸出のため

の闘争である。（雷` 羞」ン66「賃門」と述べている。かかる資本輸出に対するホブ
ソンの見解が，スト レイチー(『THEEND OF EMPIRE』邦訳関嘉彦他訳第

6章）をして， レーニンの資本輸出の捉え方である帝国主義的膨脹＝資本輸出

の最も主要な動機は，各帝国主義国内の輸出業者および金融寡頭家たちによる

市場ならびに有利な投資への要求ということにおいて共通するものであるとし

てホブソン・レーニン理論を同一体系のものであると指摘させることになった

のであろう。この点についてのストレイチーの指摘は正しいものであろう。

ところが，ストレイチーは「資本輸出」のその体制との紐帯や形態は強調さ

れてきたが， レーニンの『帝国主義論』が打ち立てられてきた基礎はしばしば

無視されている。」と次のように主張される。 「レーニンは，後期資本主義は

本質的には，その生産物を本国で有利に処分できないという，その固有の性質

によって，帝国主義的にならざるを得なかった。換言すれば， レーニンの「帝

国主義論」は大衆窮乏化説をその中心的特徴とするものといってよい。マルク

スの必然的な資本主義発展という考えにしっかりと立脚している。」と述べて

いる。こうして，この側面すなわち，ホブソン， レーニン理論は過少消費説あ

るいは大衆窮乏化説から見ても同一体系のものであるとされている。このスト
(2) 

レイチーの指摘はレーニンがホブソンの小ブルジョア主義と批判したところの

ものであり，従って誤謬である。ストレイチーによれば， レーニンの誤りは椅
(3) 

を占める非資本家大衆の消費を十分に，又持続的に上昇させることにより，帝

国主義にかわる抜け道が成熟資本主義にあることを見そこなった。レーニンは

エドワード時代のイギリスにおける社会的諸力の一時的なあり方を，あらゆる

時として，すべての資本主義に通用できる厳格な法則に普遍化した誤りをおか

した。」と，ストレイチーは，非資本家大衆の消費を上昇させることによって

「帝国主義の終焉」 (THE END OF EMPIRE)を主張するのであるが， レ

ーニンはこれに対して次のように述べている。 「もし資本主義が現在いたる

所で工業よりおそろしくおくれている農業を発展させることができるなら，
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またもし資本主義が， めざましい技術的進歩にも拘わらず． いたるところで

半ば飢えた， 乞食のような状態にとり残されている住民大衆の生活水準を引

き上げることができるなら，その場合には，もちろん，資本の過剰などは問題

になり得ないであろう。そのような「論拠」は，小ブルジョア的資本主義批判

者たちによってたえずもちだされている。だが，その時には，資本主義は資本

主義でなくなるであろう。」（
レーニン全集(22)
309頁）

つぎに． レーニンの『帝国主義論』とその資本輸出にあづかって最も貢献し

たと思われるヒルファーディングの資本輸出を見てみよう。

その前に， レーニンの資本輸出について馬場宏二教授（社会科学研究第21巻

第 5• 6号における「帝国主義論」プラン）の次の指摘に耳を傾けよう。 「レ

ーニンの資本輸出論ははなはだ不備である。第3章まででヒルファーディング

＝ドイツ的事態とホブソン＝イギリス的事態とを単に二重写しにしただけで，

金融資本の国別の性格規定を明確にしていないことに応じて第4章でも，ロン

ドンからなされる証券投資が代表するところの，一般には企業支配（つまり利

潤）を直接要求せず，したがって投下先についての政治的支配も必ずしも要求

しない—~といってもむろん投下資本の安定が確保しにくい地域に対しては当

然それを要求する一~ ドイツの独占体による直接投資が代表す

る，企業支配を要求し，したがって投下先の政治的支配をヨリ強く要求する資

本輸出とが区別されていない。」馬場教授のレーニン資本輸出の欠陥として指

摘されるところのものを検討せずしては，この小論も不備におわることになる

が， 「帝国主義論」自体の検討という根本問題になるので力の及ぶ筈がないか

ら， ここでは． 資本輸出に関してイギリス型とドイツ型を検討することにす

る。 （展開は第3篇での予定）

「貸付資本」と「産業資本」輸出を区別して論じたことはヒルファーディン

グの功績とされるのであるが， このことによって， 何を意図し何を論じよう

としたのだろうか。この点はこれまで明確にされていないように思える。

資本輸出を金融資本の経済政策として理解するヒルファーディングは，その

著『金融資本論』の第五篇「金融資本の経済政策」の第21,22章において資本

輸出について論じているが，ほぼ次のような骨組みになっている。まず21章で
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「イギリスでは産業資本および商業資本の要求により，自由貿易主義が勝利を

占め， その結果， 資本の発展は有機的な小から次第に発展して行った。その

為，組織の面では主として個人経営が長い間支配的であった。これに対し，後

進国ドイツは，育成保護関税→株式資本の組織→高率保護関税へと転化し，ぁ

らゆる資本の金融資本化の程度を標準とすれば，自由貿易国のイギリスではな

く，かえって保護関税国のドイツ・アメリカが資本主義的発展の典型となっ

た。外国産業による国内市場の征服に対する防衛手段だった保護関税は，いま

や強者の攻撃武器になった。保護関税は， この国では特別利潤を意味し， そ

してこの特別利潤は商品のかわりに商品生産そのものを外国へ持ち込むー動機

となる。資本主義が未発達だったあいだは，このような可能性は比較的すくな

かった。それは一部分は，資本主義的生産のための経済的前提条件がまだ充分

でなかったからである。発展した国の資本にとっては保護関税体系が利潤率に

およぼす作用の有害な結果は，資本輸出の手段で克服できることになる。」と

述べこれに続いて22章で「資本の輸出というのは外国で剰余価値を生むべく予

定された価値の輸出である。…………」それに続いて「資本の輸出には輸出す

る国の立場からすれば2つの形態がある。 「利子を生む資本」と「利潤を生む

資本が」続いて「資本輸出の条件は利潤率の相違である。資本の輸出は国別的

利潤率を調整する手段である。…………」となっておりこのあとでは資本輸出

の効果が説かれている。

以上に見て来たことから明らかなことは， 「貸付資本」と「産業資本」の区

別はイギリスとドイツ・アメリカの歴史発展に裏づけられながら， 「産業資

本」としての輸出を資本主義的発展の典型なものにとって重要であること，す

なわち，金融資本にとって産業資本の輸出こそ重要であるということを主張し

たのであった。だからこそ，彼は「資本輸出の条件を利潤率の相違」に求めたし，

また産業資本の輸出は低開発国の開発を意味し「国別の利潤率の均等化の手段」

とみなしたのである。そこに， レーニンはヒルファーディングの欠陥として金

融資本と寄生性との連関のないとこを、指摘したのであるが， レーニンの場合

は， 「資本の輸出は， 資本が向けられる国で資本主義の発展に影響をおよぼ

し，その発展をいちじるしく促進する。だから， ある程度， 資本の輸出は輸

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : None

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : MigrationNone

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : Unmarked

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : None

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : MigrationNone

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : Unmarked



- 72 - 資本輸出に関する一考察

出国での発展をいくらか停滞させることになりかねないとしても，そうなるの

は，まさに全世界における資本主義のいっそうの発展を拡大し深めることの代

償としてである。」（レー旦贔全集⑫）

最後にレーニンが激しく批判したカウツキー論を見てみよう。カウッキー脈

は (K・カウッキー，スペクタートル派），は＜健全な＞，＜平和的な＞，＜

平和な交通＞に基づく資本主義の諸事実をあげ，これを金融的略奪，銀行独占

体，国家権力と銀行との協定，植民地抑圧などに壁旦し，これを正常なものと

して不正常なものに，望ましいものとして望ましくないものに，進歩的なもの

として反動的なものに，基本的なものとして偶然なものに等々対置する。

（ノ~~五）
このようなカウッキー派は， 巨大な富の糸で世界が結びつけられているの

に，＜平和が破壊されうると考えることができようか，こうした膨大な数字（有

価証券の額）にも拘わらずあえて戦争を起すものがあろうが…）という超（帝

国）帝国主義の可能性を主張し，＜帝国主義は，高度に発展した産業資本主義の

産物である。帝国主義はそこにどんな民族が住んでいるかにはかかわりなく，

ますます大きな農業（カウツキーの強調）地域を隷属させ，併合しようという，

あらゆる産業資本主義的民族の志向である。＞と述べる。 （レーニン全集(2砂ノート235 ) 

これに対して， レーニンは「帝国主義にとって特徴的なのは，まさに農業地. . . . 
域だけでなく，もっとも工業化された地域の併合を求める志向（ベルギーにた

いするドイツの欲望，ローレヌに対するフランスの欲望）である。としてカウ

ツキーの一面性を指摘する。

結局，カウツキーにあっては， 「帝国主義は＜経済的段階＞ではなくて，マ

ンチェスター主義のような特殊な政策である。金融資本と帝国主義一＜その政

策＞とは区別されなければならない」ということになり， 「カルテルの政策が

対外政策へ移されることを，すなわち超帝国主義の段階をとおることは，あり

えないことではない」と主張するのである。また資本輸出による寄生性と腐朽

性も否定してしまうのである。

(1) 吉村正晴教授は「ホブソンは帝国主義的植民地政策の最も重要な動機と見倣し，か

つそこに帝国主義の寄生性を強調した。レーニンの資本輸出論はヒ］レファーディング
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ではなくて，ホブソンの類型に属すると言わ取る。 「現代の資本輸出」 （九大産業労

働研究所報第46号）

(2) 小椋広勝教授は， 「ストレイチーがレーニンの理論だと言っているところのもの

は，ローザ，｝レクセンブルグの「蓄積は一つの排他的に資本主義的な環境のもとにお

いては不可能である。だから，資本主義発展の最初の瞬間からして，非資本主義的な

諸層および諸国へ膨脹せんとする衝動が……植民政策が「開拓政策」が，資本輸出が

生ずるのである。」という理論であって， 「レーニン学説では，世界的規模での生産

と資本の集積が資本輸出をひきおこすのであり，ホブソンのように，国内的規模での

過剰生産が，資本輸出を引きおこすものと考えるのではない。資本制生産の下では国

内市場と世界市場は，はじめから存在するのであり，国内市場が飽和してから世界市

場が開拓されるのではない。この点でホブソン学説といっしょにするのはマルクス経

済学に対する無知以外の何ものでもない。」（マルクス闘賃学講座11)と批判される。
小椋教授の前半の主張は正しいが，後半の主張には，承服しがたい。本文中に述べた

ように， レーニンは「新しい帝国主義」についてはホブソンに学んでいるし，ホブソ

ンはイギリス一国を取り上げたことについては自身が断っている。 （ホブソン「帝国

主義論」参照）

(3) 小ブルジョア主義のJ• Aホブソンは次のように述べる。 「一見したところ，生産
力と資本が消費を上回って， 自国内に捌け口を見いだせないかのようである。 まさ

に，ここに，帝国主義の根源がある。……だが，もしも，その国の消費者が生産力の

上昇と歩調をあわせて消費水準を高めるなら新しい市場を見いだすために，帝国主義

にうったえる必要があると，あるいは資本の過剰はあり得ないだろう」と (J• A. 

ホブソン帝国主義論）

（五）むすび
．．．． 

レーニンは帝国主義を金融資本の世界体制として握し，その最も重要な経済

的基礎は独占であり，その独占が世界的にも確立されたのを20世紀初頭にみ

た。かかる金融資本の世界体制の主要な経済的紐帯は資本輸出であり，それに

よって帝国主義諸国間の，また帝国主義国と植民地間の利害関係は結びつけら

れている。したがって， レーニンの資本輸出は，金融資本の再生産構造にしっ

かりと根をおろし，帝国主義の主要な構成要素として組みこまれており，単な

る利子率利潤率の相違をもって移動する資本のことを資本輸出と呼んでいるの

ではない。つまり，レーニンにあっては，資本輸出の問題は 日金融資本家達

の世界的な運動を示し （二）先進国における過剰資本の問題を基抵とし 伺利子

率，利潤率の問題四商品販売市場および資本の活動領域としての植民地箇原
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料供給地の植民地因資本借款と利権伯民族解放運動四帝国主義の寄生性

と腐朽性との関連で述べられてい方のである。このように， 『帝国主義論』に

おける資本輸出は，狭い意味での商品輸出と対置されているのではなく，金融

資本の経済的基礎である独占を基抵とし世界経済の相互依存と結びつき＝利害

関係の経済的紐帯として位置づけられているのである。

したがって， レーニン的な意味において資本輸出論を展開しようとすれば，

彼の分析視角に基づいて「帝国主義論」がいかなる時代的背景の下に書かれ，

また何を最も強調したかったのか，さらに，この書の一章を占める資本輸出は

いかなる方法で分析され，いかなる位置づけがなされ当時の状況がいかなるも

のであったかを知る必要がある。そうして初めて，当時の資本輸出の意義を的

確に理解できるし，現代世界経済を分析研究ずる方法も学びとることができる。

たとえ，資本輸出一般を論じるとしても，かかるレーニン的な視角を失うと，そ

れはもはや資本主義を批判的に考察するという態度も失われることになろう。

つづいて，資料に基いて資本輸出を展開するが紙数が制限されているので次回

にゆずる。 （この小稿は45年3月に提出した修士論文の一部を補筆したもので

ある。） 1970. 9. 3 (未完）
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